
○
教
員
消
息

昇
任
そ
の
他

教
授

▽
浜
島
典
彦
学
長

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
の
平
成
二
四
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
五
年
九
月
三
○
日
ま
で
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

《
識
演
等
》

《
著
書
》蕊

概
新
任「

法
華
経
に
生
き
る
ｌ
法
華
信
仰
に
生
き
た
人
々
に
学
ぶ
ｌ
」
平
成
二
五
年
四
月
二
六
日
於
日
蓮
宗
福
岡
宗
務
所

「
法
華
経
の
こ
こ
ろ
」
平
成
二
五
年
五
月
三
○
日
於
仏
教
伝
道
協
会

「
身
延
山
大
学
の
現
状
と
展
望
」
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
於
立
正
大
学
同
窓
会

「
い
の
ち
に
合
掌
」
平
成
二
五
年
七
月
八
日
於
日
蓮
宗
愛
知
県
三
河
宗
務
所

「
法
華
経
の
こ
こ
ろ
ｌ
法
華
経
に
生
き
た
人
々
か
ら
学
ぶ
ｌ
」
平
成
二
五
年
九
月
二
七
日

「
佐
渡
阿
闇
梨
日
向
上
人
第
七
○
○
遠
忌
記
念
誌
」
（
発
行
所
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
）
所
収
「
身
延
山
学
頭
の
系
譜
」
平
成
二
五
年
九
月
刊

「
別
冊
太
陽
Ｉ
久
遠
の
い
の
ち
」
所
収
「
法
華
経
の
色
読
」
平
凡
社
平
成
二
五
年
四
月
刊

「
法
華
経
・
全
２
８
を
知
る
た
め
に
」
所
収
「
従
地
禰
出
品
・
如
来
寿
吐
品
」
大
法
輪
閣
平
成
二
五
年
五
月
刊

特
任
講
師
金
炳
坤

簡
山
美美

彙
報

三
輪
是
法
〔
准
教
授
か
ら
教
授
へ
昇
格
〕

由
紀

一
九



▽
池
上
要
靖
教
授

国
内

国
外

「
釈
尊
の
足
跡
」
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
編
「
イ
ン
ド
の
大
地
と
神
々
」
一
～
三
五
頁
、
平
成
二
五
年
三
月
、
山
喜
房
佛
書
林

《
講
演
等
》

《
編
著
》

《
そ
の
他
》

於
日
蓮
宗
栃
木
県
宗
務
所

・
宗
教
文
化
誌
「
法
華
」
（
財
団
法
人
法
華
会
刊
毎
月
発
刊
）
に
寄
稿

．
「
求
道
」
（
求
道
同
願
会
刊
毎
月
発
刊
）
に
日
蓮
聖
人
御
遺
文
を
解
説

紙
上
説
法
第
三
七
回
、
平
成
二
五
年
四
月
号
、
「
み
の
ぶ
教
報
」
（
毎
月
一
回
発
行
）

ｇ
、
の
、
ミ
園
量
圏
旦
暮
、
Ｑ
ｏ
ｇ
薑
員
画
謹
鳧
言
冒
晶
輔
、
§
芦
冒
尽
冒
さ
蒔
き
》
§
画
冨
《
』
鳥
．
平
成
二
五
年
三
月
二
二
日
、
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研

究
所
仏
教
研
究
会
、
韓
国

「
コ
ニ
ュ
ミ
テ
ィ
ー
再
生

講
習
会
、
身
延
山
大
学

ユ
ミ
テ
ィ
ー
再
生

「
何
故
、
お
題
目
な
の
か
？
」
、
平
成
二
五
年
五
月
三
○
日
、
日
蓮
宗
教
師
基
礎
研
修
講
座
、
日
蓮
宗
宗
務
院

「
こ
れ
か
ら
の
僧
侶
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
、
平
成
二
五
年
六
月
六
日
、
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
行
学
道
場
、
鴨
川

「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
は
何
か
？
」
、
平
成
二
五
年
六
月
二
日
、
日
蓮
宗
静
岡
県
連
合
布
教
師
会
研
修
会
、
富
士

「
延
山
流
声
明
の
特
徴
に
つ
い
て
」
、
平
成
二
五
年
六
月
二
七
日
、
身
延
山
学
園
同
窓
会
北
海
道
支
部
総
会
、
小
樽

「
仏
教
と
社
会
福
祉
～
身
延
山
福
祉
会
を
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
」
、
平
成
二
五
年
七
月
二
○
日
、
身
延
山
大
学
公
開
講
座
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館

「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
」
、
平
成
二
五
年
七
月
二
二
日
、
あ
い
リ
レ
ー
介
護
事
業
組
合
研
修
会
、
筑
波

と
仏
教
の
救
い
」
、
平
成
二
四
年
二
月
一
○
日
、
第
二
○
回
仏
教
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
研
修
会
・
第
八
回
仏
教
ス
カ
ウ
ト
指
導
者

二

○



▽
田
沼
朗
教
授

▽
福
士
慈
稔
教
授

〈
著
書
》

〈
論
稿
〉

《
学
会
発
表
等
》

《
そ
の
他
》

《
著
書
》

平
成
二
四
年
一
一
月
号
草
土
文
恥

「
体
罰
を
否
定
し
、
子
ど
も
の
人
睡

平
成
二
五
年
五
月
号
本
の
泉
社
）

「
子
ど
も
と
学
校
、
こ
の
一
年
壼

子
ど
も
の
人
権

こ
の
一
年
再

黛
報

「
い
じ
め
・
迫
害
の
文
化
か
ら
、
ケ
ー

丁
成
二
四
年
一
一
月
号
草
土
文
化
） ケ

ア

「
社
会
権
と
し
て
の
教
育
権
の
構
想
」
（
東
京
高
等
学
校
教
育
法
研
究
会
平
成
二
五
年
七
月
二
七
日
立
正
大
学
大
崎
校
舎
）

「
学
校
づ
く
り
分
科
会
基
調
報
告
」
（
第
五
二
回
教
育
科
学
研
究
会
全
国
大
会
二
○
一
三
年
八
月
一
○
日
大
阪
市
・
英
真
高
等
学
校
）

「
子
ど
も
白
書
２
０
１
３
１
い
の
ち
の
輝
き
を
守
る
た
め
に
‐
坐
（
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
「
子
ど
も
と
学
校
」
領
域
担
当
編
集
委
員
平
成
二
五
年
八

月
二
五
日
本
の
泉
社
）

「
い
じ
め
の
な
い
人
間
関
係
と
自
尊
心
を
育
て
る
た
め
に
１
尾
木
直
樹
・
増
山
均
・
田
沼
朗
座
談
会
」
（
前
掲
「
子
ど
も
白
書
２
０
１
３
」
）

「
日
本
三
論
宗
・
法
相
宗
に
み
ら
れ
る
海
東
仏
教
認
識
三
論
宗
の
部
ｌ
日
本
仏
教
各
宗
の
新
羅
・
高
腿
・
李
朝
仏
教
認
識
に
関
す
る
研
究
第
二
巻
・
上

‐
坐
（
身
延
山
大
学
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
室
、
平
成
二
四
年
三
月
）

「
日
本
三
論
宗
・
法
相
宗
に
み
ら
れ
る
海
東
仏
教
認
識
法
相
宗
の
部
ｌ
日
本
仏
教
各
宗
の
新
羅
・
高
麗
・
李
朝
仏
教
認
識
に
関
す
る
研
究
第
二
巻
・
下

を
守
る
学
校
へ
」
（
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
「
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
」

び、
と
応
答
の
文
化
へ
」
（
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
「
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
」

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
学
校
へ
」
（
前
掲
「
子
ど
も
白
書
２
０
１
３
年
」
）

一
一
一



▽
間
宮
啓
壬
教
授

《
編
集
》

〈
学
術
論
文
》

〈
講
演
》

《
そ
の
他
》

《
学
会
発
表
》

〈
学
術
論
文
》

間
宮
啓
壬
「
日
蓮
と
権
力
ｌ
そ
の
後
継
者
た
ち
も
視
野
に
収
め
て
ｌ
」
（
伊
藤
瑞
叡
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
「
法

華
仏
教
と
関
係
諸
文
化
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
平
成
二
五
年
〔
二
○
一
三
〕
二
月
、
四
九
三
’
五
○
八
頁
）

「
日
本
仏
教
と
朝
鮮
仏
教
」
身
延
山
大
学
身
延
公
開
誹
座
（
身
延
町
総
合
文
化
会
館
、
平
成
二
四
年
七
月
）

「
法
華
経
の
教
え
」
含
み
の
ぶ
」
第
一
○
三
巻
第
四
～
二
号
、
平
成
二
四
年
四
月
～
二
月
）

「
日
蓮
宗
の
新
羅
・
高
麗
仏
教
認
識
に
つ
い
て
」
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
第
五
回
学
術
大
会
「
東
ア
ジ
ア
的
仏
教
信
仰
構
築
ｌ
法
華
経
世
界
の
文
化

的
形
象
化
ｌ
」
（
大
韓
民
国
金
剛
大
学
校
、
平
成
二
四
年
三
月
）

「
日
本
の
三
論
宗
と
法
相
宗
の
朝
鮮
仏
教
認
識
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
三
回
学
術
大
会
（
鶴
見
大
学
、
平
成
二
四
年
七
月
）

「
日
蓮
の
朝
鮮
仏
教
認
識
」
日
本
宗
教
学
会
第
七
一
回
学
術
大
会
（
皇
学
館
大
学
、
平
成
二
四
年
九
月
）

「
日
本
の
三
論
宗
と
法
相
宗
の
海
東
仏
教
認
識
に
つ
い
て
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
六
一
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
五
年
三
月
）

「
日
蓮
の
朝
鮮
仏
教
認
識
」
二
宗
教
研
究
」
第
八
六
巻
第
四
輯
、
日
本
宗
教
学
会
、
平
成
二
五
年
三
月
）

「
日
蓮
宗
の
新
羅
・
高
麗
仏
教
認
識
に
つ
い
て
」
（
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
「
東
ア
ジ
ア
法
華
経
世
界
の
構
築
』
如
来
、
平
成
二
五
年
五
月
）

ｌ
」
（
身
延
山
大
学
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
室
、
平
成
二
四
年
三
月
）

「
日
本
華
厳
宗
に
み
ら
れ
る
海
束
仏
教
認
識
ｌ
日
本
仏
教
各
宗
の
新
羅
・
高
麗
・
李
朝
仏
教
認
識
に
関
す
る
研
究
第
三
巻
‐
坐
（
身
延
山
大
学
東
ア
ジ
ア

仏
教
研
究
室
、
平
成
二
五
年
三
月
）

■
今
凸
今

一
一
一
一



▽
望
月
海
慧
教
授

▽
三
輪
是
法
教
授

《
編
著
書
》

《
そ
の
他
連
載
》

一
二
一
両

《
学
術
論
文
》

共
著
家

《
学
会
発
表
》 「法

《
編
著
書
》

彙
報

言
ｚ
く
画
罰
の
ン
Ｆ
シ
三
口
冒
弓
国
勾
ヨ
シ
昌
○
ｚ
ン
Ｆ
ｚ
シ
ン
目
ご
勾
両
○
句
弓
国
向
Ｆ
○
弓
ど
の
の
ご
弓
詞
ど
論
文
掲
赦

弓
自
目
Ｐ
国
「
目
ほ
め
Ｐ
Ｃ
日
切
の
貝
愚
“
画
・
勺
切
望
向
彦
○
四
口
画
辱
の
厨
」

伊
藤
瑞
叡
博
士
古
稀
記
念
論
文
「
法
華
仏
教
と
関
係
諸
文
化
の
研
究
」
掲
載
論
文

「
近
代
日
本
に
お
け
る
日
蓮
信
仰
の
諸
相
ｌ
田
中
智
学
の
場
合
ｌ
」
平
成
二
五
年
二
月
二
八
日

発
表
題
目
「
法
華
経
と
精
神
分
析
」
（
第
七
回
国
際
法
華
経
学
会
発
表
於
立
正
大
学
平
成
二
四
年
一
○
月
一
五
日
・
一
六
日

発
表
題
目
「
近
代
日
本
に
お
け
る
日
蓮
教
学
の
受
容
」
（
日
本
佛
教
学
会
二
○
一
三
年
度
学
術
大
会
発
表
於
早
稲
田
大
学
二
○
一
三
年
九
月
一
二
日
・

一
三
日
）

正
木
晃
識
述
／
正
木
晃
・
間
宮
啓
壬
共
編
「
日
本
人
の
伝
統
的
霊
魂
観
の
愈
義
ｌ
本
当
に
葬
儀
・
法
要
は
必
要
な
の
か
ｌ

〈
平
成
二
三
年
度
日
蓮
宗
富
山
県
宗
務
所
第
二
回
教
師
・
寺
庭
婦
人
研
修
会
識
義
録
〉
」
（
日
蓮
宗
富
山
県
宗
務
所
、
平
成
二
四
年
〔
二
○
一
二
〕

一
一
月
、
全
八
三
頁
）

「
み
の
ぶ
』
平
成
二
四
年
一
二
月
号
～
平
成
二
五
年
九
月
号
「
法
華
経
の
教
え
」

『
正
法
』
正
月
号
～
秋
彼
岸
号
「
近
・
現
代
法
華
信
仰
者
の
足
跡
」

華
経
の
事
典
」
（
平
成
二
五
年
三
月
）

一
一
一
一
一
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t
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J
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n
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《
繕
嬉
》
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e
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R
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n
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t
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.



▽
望
月
真
澄
教
授

〈
学
術
論
文
等
》

〈
編
著
書
〉

《
そ
の
他
》

《
学
会
発
表
〉

《
講
演
》蕊

報
「
日
本
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
展
開
～
近
世
日
蓮
宗
を
中
心
に
～
」
（
第
七
回
国
際
法
華
経
学
会
論
文
集
「
法
華
経
の
普
遍
性
・
国
際
性
』
所
収
、
平
成

「
江
戸
の
日
蓮
信
仰
」
（
別
冊
太
陽
「
日
蓮
久
遠
の
い
の
ち
」
所
収
、
平
凡
社
、
平
成
二
五
年
四
月
）

「
身
延
山
参
詣
道
の
今
昔
（
二
）
」
（
郷
土
研
究
「
結
愛
」
五
号
、
平
成
二
五
年
五
月
）

「
身
延
山
第
二
祖
日
向
上
人
の
ご
生
涯
」
（
「
正
法
」
一
三
五
号
、
平
成
二
五
年
九
月

「
日
向
上
人
の
ご
生
涯
」
（
「
日
蓮
宗
新
聞
」
日
向
上
人
第
七
○
○
遠
忌
特
集
号
、
平
成
二
五
年
九
月
）

「
江
戸
の
法
華
信
仰
」
連
載
（
「
法
華
」
）
そ
の
二
○
～
二
八

「
日
蓮
と
法
華
の
至
宝
」
第
三
巻
、
典
籍
の
項
執
華
（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ァ
プ
ラ
ン
、
平
成
二
五
年
）

「
待
望
の
寺
院
史
料
集
に
期
待
」
法
華
宗
本
門
流
大
本
山
「
本
興
寺
文
書
第
二
巻
」
（
尼
崎
市
本
興
寺
、
平
成
二
五
年
）

「
日
本
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
受
容
と
展
開
～
日
蓮
宗
を
中
心
に
～
」
（
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
「
東
ア
ジ
ア
法
華
経
世
界
の
構
築
」
所
収
、
平

成
二
五
年
五
月
）

「
日
本
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
展
開
～
近
世
日
蓮
宗
を
中
心
に
～
」
国
際
法
華
経
学
会
（
立
正
大
学
、
平
成
二
四
年
一
○
月
）

「
近
世
日
蓮
伝
記
本
に
お
け
る
挿
絵
の
特
徴
～
「
高
祖
累
歳
録
」
「
本
化
高
祖
紀
年
録
」
を
中
心
に
～
」
第
六
五
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
日
蓮

宗
宗
務
院
、
平
成
二
四
年
一
一
月
）

『
身
延
山
久
遠
寺
第
二
祖
佐
渡
阿
闇
梨
日
向
上
人
』
（
身
延
山
久
遠
寺
、
平
成
二
五
年
九
月
）

「
峡
南
地
方
の
歴
史
と
文
化
～
富
士
川
舟
運
と
身
延
道
～
」
第
一
三
回
関
東
地
区
高
等
学
校
総
合
学
科
教
育
研
究
大
会
（
甲
府
城
西
高
校
、
平
成
二
四
年

二
五
年
三
月
）

二

五



▽
山
脇
英
美
教
授

《
学
外
講
義
》

《
講
演
》

《
学
術
論
文
〉

「
知
能
テ
ス
ト
概
説
」
日
本
臨
床
心
理
研
究
所
主
催
（
平
成
二
五
年
度
活
動
療
法
研
究
会
に
て
平
成
二
五
年
九
月
二
五
日
）

平
成
二
四
年
一
一
月
三
○
日
）

「
教
師
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
仏
山

「
耳
を
す
ま
す
ｌ
聴
く
と
い
う
こ
と
の
心
理
学
」
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
諦
座
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
じ
っ
く
り
読
む
、
深
く
聴
く
Ⅱ
」
（
於
か
い
て
ら
す

「
旅
人
の
目
か
ら
見
る
ネ
パ
ー
ル
人
の
信
仰
」
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
編
身
延
山
大
学
教
養
選
普
Ｉ
所
収
一
五
五
’
一
九
八
頁
平
成
二
五
年
三
月
）

「
娘
・
母
関
係
の
物
語
（
七
こ
（
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
三
号
、
一
’
一
○
頁
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
平
成
二
四
年
一
○
月
）

「
千
葉
県
日
蓮
聖
人
霊
跡
案
内
」
身
延
門
前
町
主
催
（
千
葉
県
内
、
平
成
二
五
年
九
月
）

「
仏
教
古
文
書
を
読
む
」
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
（
甲
府
市
か
い
て
ら
す
、
平
成
二
四
年
一
二
月
）

「
檀
林
に
学
ぶ
」
北
海
道
南
部
宗
務
所
研
修
会
（
函
館
市
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
、
平
成
二
五
年
五
月
）

「
身
延
山
御
入
山
会
案
内
」
山
梨
県
国
民
文
化
祭
事
業
「
カ
ル
チ
ャ
ー
ッ
ー
リ
ズ
ム
イ
ン
身
延
山
」
（
身
延
山
内
、
平
成
二
五
年
六
月
）

「
富
士
信
仰
と
法
華
信
仰
」
山
梨
県
日
蓮
宗
青
年
会
研
修
会
（
身
延
山
武
井
坊
、
平
成
二
五
年
七
月
）

「
宗
門
先
師
の
顕
彰
と
報
恩
儀
礼
」
日
蓮
宗
勧
学
院
中
央
教
学
研
修
会
（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
平
成
二
五
年
七
月
）

「
七
面
山
信
仰
」
早
川
町
赤
沢
書
宿
展
講
話
（
山
梨
県
早
川
町
妙
福
寺
、
平
成
二
五
年
八
月
）

「
小
松
原
法
難
と
鬼
子
母
神
～
法
難
と
守
護
神
出
現
～
」
小
松
原
法
難
誹
座
（
鴨
川
市
掛
松
寺
、
平
成
二
五
年
八
月
）

「
赤
沢
宿
」
赤
沢
宿
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
二
○
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
山
梨
県
早
川
町
赤
沢
・
江
戸
屋
、
平
成
二
五
年

九
月
）

一
○
月
）

梨
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
職
員
夏
季
研
修
会
（
於
山
梨
学
院
高
等
学
校
平
成
二
五
年
八
月
二
六
日
）

一
一
一
ハ



▽
伊
東
久
実
准
教
授

《
学
会
発
表
》

《
識
減
等
》

《
学
術
論
文
》

《
社
会
的
活
動
〉

蕊
報

「
子
ど
も
に
耳
を
傾
け
る
英
国
サ
マ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
（
第
六
六
回
日
本
保
育
学
会
大
会
、
中
村
学
園
大
学
平
成
二
五
年
五
月
）

「
手
づ
く
り
絵
本
と
そ
の
読
み
聞
か
せ
が
も
た
ら
す
受
容
体
験
」
第
一
六
回
絵
本
学
会
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
平
成
二
五
年
六
月
）

「
絵
本
か
ら
発
展
さ
せ
る
あ
そ
び
」
（
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
三
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
四
年
一
○
月
）

「
絵
本
周
辺
領
域
の
動
向
ｌ
イ
ギ
リ
ス
の
読
み
聞
か
せ
現
場
報
告
」
（
「
絵
本
国
○
○
【
両
函
ロ
９
局
」
絵
本
学
会
、
平
成
二
四
年
十
二
月
）

「
第
五
回
野
草
の
観
察
＆
野
草
の
ク
ッ
キ
ン
グ
」
識
習
会
指
導
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
主
催
週
末
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
甲
府
市
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、

平
成
二
五
年
七
月
）

「
第
一
○
回
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
ウ

ハ
ウ
ス
、
平
成
二
四
年
一
一
月
）

ア
ウ

「
第
三
三
回
幼
児
Ｏ
Ｂ
キ
ャ
ン
プ
」
開
催
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
（
代
表
山
田
英
美
）
主
催
、
（
山
梨
県
丹
波
山
村
奥
秋
キ
ャ
ン
プ
場
、
平
成
二
五

「
第
三
四
回
幼
児
キ
ャ
ン
プ
」
開
催
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
（
代
表
山
田
英
美
）
主
催
、
山
梨
県
本
栖
湖
キ
ャ
ン
プ
場
、
平
成
二
五
年
八
月
九
日

「
第
三
二
回
幼
児
Ｏ
Ｂ
雪
の
教
室
」
開
催
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
（
代
表
山
田
英
美
）
主
催
、
（
長
野
県
志
賀
高
原
木
戸
池
、
平
成
二
五
年
三
月

「
第
三
三
回
幼
児
雪
の
教
室
」
開
催
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
（
代
表
山
田
英
美
）
主
催
、
（
長
野
県
志
賀
尚
原
木
戸
池
、
平
成
二
五
年
三
月
二
六
日

年
八
月
四
日
～
八
日
）

1

二

日
…

～
二
九
日
）

二
九
日
～
四
月
二
日
）

ト
ド
ア
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」
識
習
会
指
導
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
主
催
週
末
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
甲
府
市
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー

二

七



▽
楢
木
博
之
准
教
授

▽
長
又
高
夫
准
教
授

《
書
評
》

《
学
術
論
文
等
〉

《
学
術
論
文
》

新
田
一
郎
著
「
律
令
・
式
目
ｌ
「
法
」
テ
ク
ス
ト
注
釈
の
非
「
法
学
」
的
展
開
」
（
前
田
雅
之
編
「
中
世
の
学
芸
と
古
典
注
釈
」
竹
林
舎
）
『
法
制
史
研
究
」

六
二
号
二
○
一
三
年
三
月

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
内
で
行
わ
れ
る
事
例
検
討
の
効
果
と
課
題
～
Ａ
県
Ｂ
市
で
の
取
組
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
～
」
（
「
身
延
山
大
学
学
部
紀
要
』
第

一
三
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
四
年
十
月
）

「
静
岡
県
に
お
け
る
専
門
研
修
課
程
Ｉ
研
修
内
容
見
直
し
の
経
過
報
告
～
研
修
体
系
見
直
し
へ
の
提
案
～
」
（
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
「
専
門
研
修
課
程

Ｉ
研
修
検
討
会
」
報
告
書
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
平
成
二
四
年
一
二
月
）

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
成
果
と
今
後
の
方
向
性
」
（
「
認
知
症
ケ
ア
事
例
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
六
巻
第
一
号
」
日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会
平
成
二
五
年

「
イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ
読
み
聞
か
せ
会
」
身
延
山
大
学
協
賛
市
民
教
養
識
座
（
甲
府
市
立
図
書
館
平
成
二
四
年
一
○
月
）

「
歌
あ
そ
び
・
お
は
な
し
あ
そ
び
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
峡
南
地
区
保
育
士
会
研
修
会
（
市
川
大
門
市
川
大
門
町
民
会
館
平
成
二
三
年
一
○
月
）

「
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
南
部
町
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
（
南
部
町
南
部
図
書
館
平
成
二
四
年
十
一
月
）

「
子
ど
も
が
喜
ぶ
新
し
い
手
遊
び
」
富
士
川
町
保
育
士
会
研
修
会
（
富
士
川
町
立
第
一
保
育
所
平
成
二
四
年
九
月
三
日
）

「
イ
ギ
リ
ス
の
読
み
聞
か
せ
会
か
ら
学
ぶ
司
書
の
あ
り
方
」
甲
府
市
立
図
書
館
及
び
学
校
図
書
館
合
同
研
修
会
（
甲
府
市
立
図
書
館
平
成
二
四
年
一
二

「
北
条
泰
時
の
道
理
」
（
「
日
本
歴
史
」
第
七
七
四
号
、
二
○
一
二
年
二
月
）

「
み
ん
な
で
楽
し
く
１
三
世
代
交
流
」
南
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
南
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
平
成
二
五
年
七
月
）

月
一

二

八



《
専
門
誌
・
教
材
執
筆
等
》

「
事
例
検
討
道
場
」
（
「
月
刊
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一
二
月
号
」
環
境
新
聞
社
平
成
二
四
年
二
月
）

「
事
例
検
討
道
場
」
（
「
月
刊
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
四
月
号
』
環
境
新
聞
社
平
成
二
五
年
三
月
）

「
そ
の
ま
ま
使
え
る
介
護
研
修
二
五
の
問
題
用
紙
「
介
護
記
録
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」
○
口
宛
○
富
（
日
総
研
出
版
平
成
二
五
年
三
月
）

《
学
会
発
表
〉

《
講
演
等
》

蕊
報

「
社
会
福
祉
士
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
お
け
る
実
習
施
設
・
養
成
校
と
の
協
働
」
（
第
一
回
静
岡
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究
学
会
平
成
二
五
年

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
・

初
任
者
研
修
会
）

ニ
ケ
ー
シ

「
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
会
員
の
動
向
～
一
○
年
間
の
会
員
実
態
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
～
」
（
第
六
一
回
公
益
社
団
法
人
日
本
医

療
社
会
福
祉
協
会
全
国
大
会
平
成
二
十
五
年
五
月
）

「
静
岡
県
に
お
け
る
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ｉ
演
習
方
法
の
見
直
し
」
（
日
本
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
第
一
二
回
研
究
大
会
平
成
二
十
五
年
六
月
）

「
認
知
症
を
地
域
で
支
え
よ
う
～
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
．
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
～
」
（
御
殿
場
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ

く
ら
平
成
二
四
年
二
月
一
七
日
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
県
民
公
開
講
座
）

「
自
立
支
援
の
考
え
方
の
整
理
～
今
、
介
護
支
援
専
門
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
～
」
（
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
平
成
二
四
年
一
二
月
一
○
日
伊
豆

市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
及
び
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
連
絡
会
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
再
学
習
し
よ
う
～
今
、
介
護
支
援
専
門
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
～
」
（
御
殿
場
市
民
会
館
平
成
二
五
年
二
月
四

日
・
一
二
日
御
殿
場
・
小
山
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
）

「
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
」
（
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
平
成
二
五
年
二
月
九
日
静
岡
県
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会
・
山

梨
県
立
大
学
平
成
二
五
年
七
月
二
一
日
山
梨
県
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
識
習
会
）

↑
ハ
ロ
河
）

一
月
）

ョ
ン
技
術
・
面
接
技
術
」
（
静
岡
市
ふ
し
み
や
ビ
ル
平
成
二
四
年
二
月
三
日
静
岡
県
医
擦
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
第
二
回

二
九



「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
考
え
方
」
（
静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
平
成
二
五
年
八
月
一
九
日
静

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
」
（
天
竜
厚
生
会
研
修
セ
ン
タ
ー
平
成
二
五
年
八
月
一
○
日
天
竜
厚

「
介
護
支
援
専
門
員
の
課
題
と
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
沼
津
市
千
本
プ
ラ
ザ
平
成
二
五
年
七
月
一
六
日
沼
津
市
ケ
ア
プ
ラ
ン
研
修
指
導
事
業
）

「
病
院
と
在
宅
と
の
連
携
方
法
の
確
立
」
（
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
平
成
二
五
年
七
月
二
○
日
介
護
支
援
専
門
員
の
多
職
種
協
働
実
践
研
修
）

「
事
例
検
討
と
は
～
意
義
・
目
的
」
（
沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
平
成
二
五
年
八
月
六
日
沼
津
市
ケ
ア
プ
ラ
ン
指
導
事
業
新
任
者
研
修
）

「
気
づ
く
力
を
見
に
つ
け
よ
う
！
～
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め
ら
れ
る
気
づ
く
力
」
（
た
ま
り
－
な
平
成
二
五
年
八
月
八
日
掛
川
市
介
護
支
援
専
門
員

「
居
宅
介
護
支
援
事
例
研
究
」
（
静

支
援
専
門
員
専
門
研
修
課
程
Ⅱ
） （静

「
医
探
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
行
う
記
録
」
（
静
岡
済
生
会
総
合
病
院
平
成
二
五
年
六
月
一
五
日
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
第
一
回

「
介
護
支
援
専
門
員
の
課
題
」
（
静
岡

護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
課
程
Ⅱ
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
地
域
ケ
ア
会
議
の
理
解
と
事
例
検
討
に
つ
い
て
」
（
金
岡
地
区
セ
ン
タ
ー
・
第
五
地
区
セ
ン
タ
ー
平
成
二
五
年
五
月
一
四
日
・

二
一
日
金
岡
地
区
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
研
修
）

「
介
護
支
援
専
門
員
の
課
題
」
（
静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
平
成
二
五
年
六
月
一
三
日
・
九
月
一
三
日
静
岡
県
介

「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
存
在
意
義
～
多
職
種
連
携
の
時
代
に
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
～
」
（
甲
府
市
立
甲
府
病
院
平
成
二
五
年
三
月
二
三
日

「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
行
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
（
平
成
二
五
年
三
月
二
日
三
島
市
文
化
会
館
大
会
議
室
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

「
「
聞
く
力
」
を
身
に
つ
け
よ
う
Ｉ

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
諦
座
）

を
身
に
つ
け
よ
う
！

生
会
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
研
修
）

資
質
向
上
研
修
）

初
任
者
研
修
）

協
会
第
三
回
初
任
者
研
修
）

山
梨
県
医
療
社
会
事
業
協
会
全
体
研
修
）

～
対
人
援
助
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
～
」
（
御
殿
場
市
役
所
寓
士
岡
支
所
平
成
二
五
年
二
月
一
六
日

岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
平
成
二
五
年
七
月
一
日
・
九
月
三
○
日
静
岡
県
介
護

三

○



▽
木
村
中
一
専
任
講
師

《
著
書
〉

《
学
術
論
文
》

《
学
会
発
表
》

魏
報

「
初
め
て
出
会
う
方
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
」
（
山
梨
県
立
身
延
高
校
平
成
二
五
年
九
月
六
日
身
延
高
校
高
大
連
桃
授
業
）

「
話
を
聞
く
こ
と
．
伝
え
る
こ
と
」
（
梅
名
の
里
平
成
二
五
年
九
月
八
日
梅
名
の
里
職
員
研
修
）

「
医
療
相
談
員
・
介
護
支
援
専
門
員
が
よ
り
良
い
支
援
を
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
（
笛
吹
市
石
和
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
平
成
二
五
年
九
月

一
九
日
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
）

「
平
成
二
五
年
度
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
学
習
支
援
事
業
講
師
」

岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
課
程
Ｉ
）

「
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」
（
静
岡
県
総

（
静
岡
県
総

「
「
意
師
目
録
」
の
書
誌
学
的
研
究
」
（
「
法
華
仏
教
と
関
係
諸
文
化
の
研
究
伊
藤
瑞
叡
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
」
、
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
二
五
年
三
月
）

。
高
祖
遺
文
録
」
の
書
誌
学
的
考
察
」
（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
団
（
２
）
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
五
年
三
月
）

「
身
延
日
意
目
録
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
書
誌
学
的
考
察
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
宗
教
研
究
」
第
八
五
号
第
四
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
平
成
二
五
年
三
月
）

（
共
著
）
「
身
延
山
資
料
叢
書
三
目
録
集
三
」
（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
五
年
三
月
）

（
分
担
執
誰
）
「
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
」
第
二
巻
（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ァ
プ
ラ
ン
、
平
成
二
四
年
一
二
月
）

（
分
担
執
筆
）
「
別
冊
太
陽
日
蓮
』
（
平
凡
社
、
平
成
二
五
年
三
月
）

（
分
担
執
筆
）
「
法
華
経
の
事
典
」
（
東
京
堂
出
版
、
平
成
二
五
年
三
月
）

（
分
担
執
筆
）
「
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
」
第
三
巻
（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
平
成
二
五
年
五
月

（
分
担
執
筆
）
「
佐
渡
阿
闇
梨
日
向
上
人
」
（
身
延
山
久
遠
寺
、
平
成
二
五
年
九
月
）

研
修
）

合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
平
成
二
五
年
八
月
三
一
日
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ァ
ッ
プ

一
一
一
一



▽
金
炳
坤
特
任
講
師

《
著
書
》

《
そ
の
他
》

《
調
査
》

《
講
演
〉

日
蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
飯
高
寺
、
平
成
二
四
年
十
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
中
山
法
華
経
寺
、
平
成
二
四
年
十
一
月
）

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
身
延
文
庫
調
査
（
山
梨
県
身
延
山
久
遠
寺
、
平
成
二
五
年
一
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
峨
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
飯
高
寺
、
平
成
二
五
年
三
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
脳
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
飯
高
寺
、
平
成
二
五
年
四
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
歴
史
民
族
博
物
館
、
平
成
二
五
年
五
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
歴
史
民
族
博
物
館
、
平
成
二
五
年
七
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
岡
山
県
妙
本
寺
、
平
成
二
五
年
九
月
）

「
日
蓮
聖
人
伝
そ
の
１
」
今
あ
ん
の
ん
』
恥
氾
、
長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
五
年
四
月
）

「
日
蓮
聖
人
伝
そ
の
２
」
二
あ
ん
の
ん
」
恥
だ
、
長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
五
年
八
月
）

「
日
蓮
聖
人
伝
そ
の
３
」
（
「
あ
ん
の
ん
』
恥
測
、
長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
五
年
十
月
）

「
論
・
談
日
蓮
聖
人
遺
文
刊
行
の
歴
史
に
新
視
点
～
正
確
に
伝
え
る
「
慶
長
本
」
」
二
中
外
日
報
』
、
中
外
日
報
社
、
平
成
二
五
年
六
月
）

「
日
向
上
人
と
身
延
山
西
谷
の
風
光
」
（
「
正
法
」
一
三
五
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
平
成
二
五
年
九
月
）

「
仏
教
入
門
」
眞
無
量
院
宗
学
堂
（
眞
無
量
院
宗
学
堂
、
平
成
二
四
年
十
月
～
、
毎
月
一
回
）

「
日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
と
伝
来
」
身
延
山
大
学
学
園
講
座
（
身
延
山
大
学
、
平
成
二
五
年
九
月
二
七
日
）

弓
高
祖
遺
文
録
」
の
書
誌
学
的
考
察
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
四
回
学
術
大
会
（
島
根
県
民
会
館
、
平
成
二
五
年
八
月
）

一
一
一
一
一



▽
佐
々
木
さ
ち
子
特
任
講
師

「
優
し
い
介
護
と
は
何
か
」
（
甲
府
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進
事
業
平
成
二
四
年
一
○
月
一
八
日
遊
亀
公
民
館
）

「
基
本
的
介
護
技
術
」
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
訪
問
研
修
平
成
二
四
年
二
月
八
日
く
に
み
園
）

「
腰
を
痛
め
な
い
家
庭
で
の
介
護
」
（
甲
府
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進
事
業
平
成
二
四
年
二
月
二
二
日
遊
亀
公
民
館
）

「
介
護
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
訪
問
研
修
平
成
二
四
年
二
月
二
八
日
ノ
ィ
エ
ス
）

「
接
遇
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
訪
問
研
修
平
成
二
四
年
一
二
月
一
二
日
北
杜
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

《
学
術
論
文
》

《
学
会
発
表
》

大
学
、

《
研
究
協
力
》

《
公
聴
会
》

蕊
報

「
西
域
出
土
法
華
章
疏
に
つ
い
て
」
二
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
六
一
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
四
年
一
二
月
）

「
六
朝
古
逸
「
法
華
経
疏
」
の
同
本
離
片
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
身
延
論
叢
」
第
一
八
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
五
年
三
月
）

「
元
曉
「
法
華
宗
要
」
訳
注
い
」
言
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
第
一
七
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
五
年
四
月
）

「
西
域
出
土
法
華
章
疏
の
基
礎
的
研
究
」
（
「
仏
教
学
レ
ビ
ュ
ー
」
第
一
三
号
、
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
、
平
成
二
五
年
六
月
）

「
六
朝
古
逸
「
法
華
経
疏
」
の
同
本
離
片
に
関
す
る
一
考
察
」
第
六
五
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
平
成
二
四
年
二
月
）

「
慢
興
撰
「
法
華
経
疏
」
の
逸
文
に
つ
い
て
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
四
回
学
術
大
会
（
島
根
県
民
会
館
、
平
成
二
五
年
八
月
）

「
法
華
章
疏
の
研
究
ｌ
海
東
撰
述
・
西
域
出
土
本
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
平
成
二
四
年
度
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
学
位
請
求
論
文
公
聴
会
（
立
正

大
学
、
平
成
二
五
年
一
月
）

「
法
華
章
疏
の
研
究
ｌ
海
東
撰
述
・
西
域
出
土
本
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
立
正
大
学
大
学
院
、
平
成
二
五
年
三
月
）

「
日
本
華
厳
宗
に
み
ら
れ
る
海
束
仏
教
認
識
ｌ
日
本
仏
教
各
宗
の
新
羅
・
高
脆
・
李
朝
仏
教
認
識
に
関
す
る
研
究
第
三
巻
ｌ
』
（
身
延
山
大
学
束
ア
ジ
ア

仏
教
研
究
室
、
平
成
二
五
年
三
月
）

一
一
一
一
一
一



○
平
成
二
四
年
仏
教
学
部
卒
業
論
文
論
題
及
び
指
導
教
員

池
田
豪
志

石
川
慶
明

勝
野
光
栄

亀
井
弘
子

工
藤
恭
介

品
川
大
徳

柴
崎
海
隆

鈴
木
智
善

豊
田
歩
実

松
下
藤
子

村
上
泰
義

松
本
尚
子

森
岡
博
文

〈
仏
教
福
祉
学
科
〉

井
出
貴
也

石
岡
春
江

〈
仏
教
学
科
〉

「
尊
厳
を
支
え
る
ケ
ア
を
考
え
る
」
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
訪
問
研
修
平
成
二
四
年
一
二
月
一
九
日
ノ
イ
エ
ス
）

宮
沢
賢
治
の
仏
教
福
祉
思
想
に
つ
い
て
長
又
高
夫

障
害
者
が
地
域
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
～
障
害
を
も
っ
て
い
て
も
そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
～

楢
木
博
之

日
蓮
聖
人
大
受
茶
羅
本
尊
の
基
礎
的
考
察

鬼
子
母
神
の
制
作
と
研
究

京
都
日
蓮
教
団
と
町
衆

大
黒
天
の
制
作
と
研
究

七
面
天
女
制
作

近
代
中
国
に
お
け
る
日
蓮
宗
布
教
の
歴
史

立
正
安
国
論
の
研
究
～
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
観
を
中
心
に
～

「
日
本
に
お
け
る
大
黒
天
信
仰
の
展
開
」

菩
薩
像
の
制
作

御
遺
文
か
ら
見
る
日
蓮
聖
人
の
檀
越
教
化

京
都
町
衆
の
法
華
信
仰
１
本
阿
弥
光
悦
を
中
心
に
ｌ

法
華
経
に
お
け
る
釈
尊
像
１
日
蓮
聖
人
の
釈
尊
観
を
含
め
て
ｌ

川
上
不
白
の
信
仰
と
茶
道

木
村
中
一

柳
本
伊
左
雄

望
月
真
澄

柳
本
伊
左
雄

柳
本
伊
左
雄

望
月
真
澄

木
村
中
一

望
月
真
澄

柳
本
伊
左
雄

木
村
中
一

望
月
真
澄

浜
島
典
彦

望
月
真
澄

三
四


